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人権啓発シリーズ
～考えてみませんか。人権のこと～
【『自由』という言葉のお話】
　明治時代に英語の『Freedom Liberty』をどのような日本語語
に翻訳すべきか、学者が論議した結果『自由』と翻訳したそそ
うです。当時、日本では仏教用語として自由という言葉がああ
りました。その自由は『わがまま、気まま』を意味する言葉葉
でした。それをそのまま『Freedom→自由』と翻訳したものの
ですから、『Freedom Liberty』の考え方が違ってきたわけです。。
もともと英語でいう『Freedom』は『権力からの束縛や支配配
を受けることなく、自分の意思に従って神に恥じない行為をを
行行うことの自由であり、当然その行為には、神に対しての責責
任任がともなうものである』という考え方であります。『わがまま
ま、気まま』に生きることと違って、自分が信じる神を信仰し、、
神神に対して自分の行動に責任を持つということなのです。『自自
由』由』には責任が伴うものであるということになります。

大行列！もってけ新鮮野菜
～ふれあいフェスタ～

　11 月 23 日（祝）に開催されたふれあい
フェスタは『もってけ !! 新鮮野菜』でスター
トしました。朝９時からの配布開始前から
長蛇の列ができ、用意された地元大崎産の
野菜 400 セット（キャベツ、ナス、ネギ）
は早々と定員に達しました。
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